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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
近年、衣服を扱う小売業態は多様化し、高級ブランドと低価格のファストファッション
の二極化が進んでいる。さらに新型コロナウイルスのパンデミックの影響もあり、百貨店
での衣料品の購入が減り、量販専門店、通信販売（Ｅコマース）など様々な形態による購
入が増加している。こうした状況に加えて衣服購入時の各個人の服装に対する評定基準は
あいまいさを含んだままで、非常に複雑なものとなっている。  
ここでいうあいまいさとは、服装を評定する場合の境界線が不明瞭であることによって
もたらせるものである。本論は、この服装評定におけるあいまいさを様々な角度から捉え、
衣服購入の精度を高めるための消費者教育に応用しようとするものである。 
第１章では、研究の背景を述べるとともに、服装評定に関する従来の研究について調査
し、本論文の目的と構成を明らかにしている。 
第２章では、服装に関して明確な評定が困難な服装の評定法として、ファジィ法の提案
を行い、測定結果からSD尺度との比較を行うとともに、個人差と個人内の評価のあいまい
さについて分析している。服装のイメージや嗜好等に関する研究では評定平均値を用いる
ことが多く、評定の個人差に焦点を合わせた研究は少ない。評定者内のバラツキは、主と
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して評定者の服装に対する評定基準のあいまいさが影響しているため、このバラツキ着目
し服装に関する評定の再現性について検討している。服装の評定がその周囲に存在する服
装の違いによっても影響を受けるのではないかと考え、Festinger, L. によって提唱された
社会的比較に基づく評価が服装評価にも当てはまるか否かについても実験的に検証してい
る。 
第３章では服装に対する評定の再現性が評定者個人によってどのように異なるか、さら
にその再現性の良否が服装に対する評定値にどのように影響するのかを検討するために、
同一の評定者群に対して同じ服装、同じSD尺度を用いて一定の間隔を置き、服装イメージ
について測定し、再現性の低い評定者グループの評定平均値は、再現性の高いグループの
値よりもSD尺度の「どちらともいえない」側になる傾向があることを明らかにしている。
また、服装の評定がその周囲に存在する服装の違いによってどのように影響されるかにつ
いて、15種の衣服をサーストン法に準じて5つのイメージカテゴリーに分類して検討し、服
装の評定は比較される服装のイメージ、すなわち環境に影響されることを明らかにしてい
る。 
第４章では、実物の布や衣服を視覚的に評価する場合を考慮して、色と形態の違いによ
る影響を検証したうえで、布の剛性の違いが服装評価に及ぼす影響について検討している。
色と形態の違いによる服装評価の影響をみるため、色および形態を変えたときのイメージ
がどのように異なるかについてSD尺度の評定値を因子分析し、形態が、色紙、布、衣服と
変化するにしたがってその因子に強いイメージを与えることを明らかにしている。次に、
衣服の見え方と布の力学特性との関係を明らかにすることを目的として、剛性の異なる５
種類の布を用いてギャザーチュニックを製作し、実験衣の「大きさ」の見え方について一
対比較法を用いて服装評価を行っている。実験を通して衣服の見え方と布のドレープ性と
の関連性が最も大きく、布が柔らかいほど体型が細く美しく見えるということを実証して
いる。さらに布の剛性の程度が類似する場合の衣服の大きさの判断があいまいになること
も指摘している。 
第5章では既製服選択の精度を高めるために、消費者教育の重要性を実証している。衣服
の設計においてデザインや用途によってゆとり量が異なるため、衣服のサイズにもあいま
いさが存在する。一方、衣料サイズは人体のヌード寸法が表記されており、衣服の仕上が
り寸法ではない。そこでまず、既製服を選択する際に必要な衣服のサイズ表示に関して、
JIS衣料サイズに規格のないフリーサイズ衣料に着目し、その寸法の実態調査を行い、既製
服の購入時におけるサイズ表示に関する問題点を指摘している。次に、既製服の選択に関
する学習内容が各校種でどのように扱われているのか、家庭科の学習指導要領と教科書の
記述内容について小・中・高等学校の各校種別に分析し、服装を選ぶ際のあいまいな判断
を軽減するために、素材の理解を深める教材、意思決定プロセスを学習するための服装の
選定教材の提案をしている。 
評定者個人の評価のバラツキや服装評定のあいまいさに焦点を当てた研究は被服分野
ではほとんど行われてこなかったが、本論ではあえて不確定なあいまい要素発生の現象や
メカニズムに焦点を当て、30年にわたり真摯に丁寧にその評定法や再現性を明らかにして
きたことは高く評価できる。また流通形態が複雑化する今日において消費者教育にもつな
がる極めて有益な研究である。よって本論文は博士論文としての十分な成果が得られてお
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り、審査員全員一致で博士（学術）を授与するに値すると判断した。 
今後は本研究をさらに具体化し消費者教育のための実用的な教材開発に取り組まれる
ことを期待する。 
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